
人生の大転換   ガラテヤ１：１１～１７     ２６，７，１２ 

１， ガラテヤ書は、パウロの初期のころの書です。ガラテヤ教会とは、パウロ

ガ第 2 次伝道旅行のときに伝道し立ち上げた教会と言われています。正

しい福音とは何かを、かなり激しい口調で語っています。ルターもこの書

を重視し、信仰義認の考えに至ったともいわれています。異なる信仰―正

しくない信仰―に影響されて迷っているガラテヤ教会の人々に対して自

分が教えた正しい信仰にしっかり立つようにと叱責しているのです。異

なる信仰とは、神は愛されるにふさわしい人間しか愛さないはず。神の恵

みから外れている異邦人は、まず割礼を受けユダヤ人と同じようになら

ないと救われないという考え方です。異なる信仰に影響されてしまい、教

会が、成り立つかどうかという試練に立ち向かっているのです。 

２， １１～１２節で「わたしが告げ知らせた福音は、人によるものではありま

せん。わたしは、この福音を人から受けたものでも、教えられたものでも

なく、イエス・キリストの啓示よって知らされたのです」とパウロは言っ

ています。自分がガラテヤ教会の人々に伝えた福音は、人から受けたもの

でも、教えられたものでもない。ただイエスキリストの啓示によって直接

知らされたのだと。そして自分が啓示された次第を証するのです。 

３， 自分は以前、筋金入りのユダヤ教徒でパリサイ人であった（１３節）。先



祖からの伝承を守るのに人一倍熱心で、同じ年ごろの多くの者よりもユ

ダヤ教に徹していた。そしてキリスト者を敵視し、迫害し、主の弟子たち

を脅迫し、殺そうと意気込んでいた。キリスト者を見つけだしたら男女を

とはず縛り上げていた（使徒９）。ステファノの殺害にも賛成し関わって

いた（使徒８）。迫害するためにダマスコに向かっていた時、突然天から

の光で照らされ地に倒れた。そのとき、サウル、サウルなぜわたしを迫害

するのかと、呼びかける声を聞いた。主よ、あなたはどなたですかと聞く

と、わたしはあなたが迫害しているイエスだと言われ、起きて町に入れ、

そうすれば、あなたのなすべきことが知らされると言われたのです。そし

て、主イエスからパウロは異邦人に福音を伝えるよう命じられたのです。

キリスト者を迫害している最中に伝道者へと回心させられるという驚く

べきことです。パウロの回心と言われている出来事です。ある方が、この

ことを表現して、“電信柱に花が咲き、焼いた魚が泳ぎだす”ようなことだ

と。 

４， イエスさまと、行動を共にしたことのないパウロは、なぜこれほどの大転

換をしたのでしょうか？キリスト者を迫害するものから伝道者に変えら

れるという大転換はどのようにして起こったのでしょうか。イエスさま

ー神さまーと直接出会うという、ユダヤ人にとって死をも意味するよう



な、とんでもないことによって人生が変えられたことはまちがいのない

ことでしょう。さらに考えられることは、旧約聖書に詳しいパウロが、預

言者たちの言葉等からイエスさまを指し示すことを導き出し、納得した

とも考えられます。アラビヤに退いたと書いてあるので、そこがどこだか

わかりませんが、砂漠だと思います。そこで一定の時間イエスさまと向き

合っていたとも考えられます。石打で殺された、ステファノの説教を聞い

ていたので、それも影響したのかもしれません。さらにパウロを驚かした

ことは、イエスさまが、キリスト者を迫害していた自分を、召し出したこ

とです。いわば敵をも愛するということはありえないこと。敵をも愛する

というありえないことが起こったことは、神にしかできないことだと認

識したのでは。さらに、異邦人に福音を伝えるということは、ユダヤ人で、

パリサイ派である自分にとっては、律法を捨てるということにつながり

ます。このことにも驚き、考えたのだと思います。これらの驚くべきこと

をイエスさまが直接パウロに啓示したのです。だから血肉―ユダヤ人―

に相談することもしなかったのです。父なる神が、母の胎内に宿る前から、

み旨によって選び分け恵によって召しだしたのだと。 

５， わたしたちもパウロのような衝撃的なことでなくとも、なんらかのかた

ちでイエスさまに出会うことはあるのではないでしょうか。洗礼の時と



か、祈っているときとか、苦しんでいるときには。そうでなくても、私た

ちも人や物事等との出会いで人生が変わるということはあるのでは。朝

のＮＨＫのドラマ、“風薫る”に登場する明治期のプロテスタントの牧師は、

植村正久がモデルだと言われています。かれは福音の本質はイエスの十

字架にあると主張し、日本の教会の健全な成長に寄与した人です。ドラマ

の主人公（大関和）は、彼から受洗に導かれました。彼との出会いによっ

て変えられていくのです。さらに、サッカーのワールドカップも終盤です。

１９８１年、漫画雑誌“少年ジャンプ”でスタートしたサッカー漫画、“キ

ャプテン翼”というのがあります。これが大人気で、アニメにもなり世界

５０か国以上で配信されたそうです。これをみてサッカーを始めた選手

も多くいたそうです。主人公はブラジルやスペインにわたり活躍するの

ですが、それにあこがれ海外で活躍することを決心した人も多いそうで

す。これも出会いによって変えられたのです。人は一生のうちに出会うべ

き人には出会うようになっている。それに気付くかどうかは人それぞれ

だそうです。人との出会いで、人生が変わる人がいるので、ましてや神と

出会えば大転換になるのは当然かもしれません。 

６， さて、パウロの言う正しい信仰とはなにでしょうか。パウロは、人は律法

の実行ではなく、イエスキリストへの信仰によって義とされる。福音とは



神が自由な恵で人を救うのであり、人のほうで条件が満たされるかどう

かは関係ないのです。「主イエスを死者の中から復活させた方を信じれば、

私たちは義と認められます。イエスさまは、私たちの罪のため十字架で死

に渡され、私たちが義とされるために復活したのです」（ローマ４：２４）。

パウロは「イエスキリスト、それも十字架につけられたキリスト以外、何

も知るまいときめていたからです」（1 コリ２；２）といつも言っていま

した。わたしたちも、イエスキリストの十字架の死により罪赦され、救わ

れたことを確信をもって信じて歩みたいものです。 

 


